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　千葉県・東京都方面への研修旅行。「富
津ソーラー発電所」では太陽光発電につ
いて理解を深めました。同発電所は約44
万㎡という広大な敷地で一般家庭１万
1,500世帯分の発電を行い、二酸化炭素
の削減効果は年間1万7,000tが見込まれ
るそうです。その他、成田山新勝寺や、
東京湾アクアラインのパーキングエリア

「海ほたる」、スカイツリーなどの名所も
訪れ、会員の親交も深めました。

　伊達東地区交流館で踊りの練習に励む
女性の皆さん。交通事故ゼロを呼びかけ
る伊達地区の「復興チャリティ大会」で、
歌手・高橋樺子さんの歌に合わせて踊り
を披露するためです。息を合わせて踊れ
るよう、曲をかけながらの練習が続きま
した。２日後の本番は、そろいのTシャ
ツを着て「伊達市ふるさと会館」のステ
ージへ。地域の皆さんと共にカラオケ大
会に出場した人もあったそうです。

　今年も多くの視察・支援の皆さんが訪
れてくださった中で、訪問に応えて住民
が被災地の現状を伝えています。12月３
日には熊本県立宇土高校の修学旅行生25
人、同９日には南米チリから、災害時の
心のケアについて制度作りを進める保健
省などの視察団15人が来訪。庄司勝自治
会長（前田）、佐藤襄二前自治会長（大倉）
らが、これまでの経緯や現在の課題、心
境などを語りました。

飯野町団地

蓬莱県営
住宅

　10月から建て替え工事が進められていた
関根・松塚行政区集会所の上棟式が行われ、
それぞれの避難先から地区の皆さん約80人
が集まりました。上棟式では紅白もちや投
げ銭がまかれ、場内はにぎやかな雰囲気に
包まれました。高橋文男区長は「震災前の
ように、住民が集まって盆踊りなどができ
る場所になれば」と願いを込めてあいさつ。
春には新しい集会所が完成する予定です。

　主婦の皆さんから、村の栄養士・畑
野佳代さんに、地元・大分の料理を教
えてほしいとリクエスト。集会所でプ
ライベートな料理教室が開かれました。
メニューは「やせうま」「だんご汁」「と
りめし」「とり天」といった郷土食です。
畑野さんは中米ホンジュラスでＪ
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（国際協力機構）職員として活動後、
村へ来て１年。次は石川県輪島市に移
住して仕事を続けます。村では最終と
なる温かな交流のひとときでした。

皆さんが家族の
ように温かく迎え
入れてくれました。
この経験を活かし
ていきたいです
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皆で食べるあったか
いもち。一人で食べ
るのとは違うよ。ま
いう～だね

避難先から集まっ
た皆の顔を見られ
て良かった。新し
い集会所のでき
るのが楽しみです

　来年も息災に過ごせるよう集会所でも
ちつきを行いました。役員さんたちが

「前回おいしく食べてもらったので、ま
たおもちを食べさせたかった」と段取り
をしたそうです。つゆを作ったり、各戸
用に丸もちを作ったり、おしゃべりしな
がら作業を進める集会所はいい雰囲気。

「もっとたくさん集まれると良かったね」
と来られなかった人を気遣いながら、つ
き立ても味わいました。
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